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26)  奥寺 敬：脳卒中初期診療コース・指導者養成 WS．第 26 回日本救急医学会中国四国地方会，サンポート高松，2010，
5，15，香川． 
27)  西塔依久美*，工廣紀斗司，奥寺 敬：わが国における救急外来トリアージシステム開発の現状．第 26 回日本救急
医学会中国四国地方学術集会・シンポジウム，2010，5，15，高松． 
28)  奥寺 敬：地域救急医療の支援体系としての JTAS―CTAS 2008 日本語版と JTAS の開発―．日本臨床救急医学会 地
域救急医療体制検討委員会シンポジウム，東京コンファレンスセンター品川，2010，5，29，東京． 
29)  奥寺 敬：緊急度判定支援システム（CTAS 2008 日本語版／JTAS プロトタイプ）．（ランチョンセミナー）第 13 回
日本臨床救急医学会総会・学術総会，幕張メッセ，2010，5，31-6，1，東京． 
30)  奥寺 敬：新しい意識障害評価スケール ECS の特徴．第 46 回日本交通科学協議会・学術講演会，つくば国際会議
場，2010，6，11-12，茨城． 
31)  奥寺 敬：脳卒中初期診療体制の構築―現状と展望―（特別講演）．第 13 回日本病院脳神経外科学会，釧路市観光
国際交流センター，2010，7，17-18，釧路． 
32)  奥寺 敬：救急外来緊急度判定支援システム―CTAS2008 日本語版／JTAS プロトタイプ―（シンポジウム）．第 60
回日本病院学会，長良川国際会議場，2010，7，22−23，岐阜． 
33)  奥寺 敬：周術期医療における神経学的所見の評価―ISLS（神経蘇生コース）の意義．ナースのための周術期管理
セミナー，ロイトン札幌，2010，7，31，札幌． 
34)  西塔依久美*：救急診療における各職種間連携のありかた．日本救急撮影技師認定機構 第 1 回救急撮影シンポジウ
ム，2010，8，8，東京． 
35)  奥寺 敬：災害が発生すると救急医療は．糸魚川市地域医療フォーラム 2010，ビーチホールまがたま，2010，8，
29，糸魚川． 
36)  奥寺 敬：脳卒中病院前救護 Prehospital Stroke Life Support―背景となる神経蘇生の最新の動向．第 8 回日本臨床医
療福祉学会，2010，9，4，水戸． 
37)  奥寺 敬：本邦における救急外来トリアージの展望―CTAS 日本語版／JTAS プロトタイプ．第 6 回ブラッシュアッ
プセミナー・日本救急看護認定看護師会総会，秋葉原 UDX，2010，9，4，東京． 
38)  奥寺 敬，中村丈洋：神経蘇生コースとしての ISLS．第 8 回日本臨床医療福祉学会 ISLS，水戸医療センター，2010，
9，5，水戸． 
39)  奥寺 敬，谷崎義生，竹川英宏：神経蘇生コース Immediate Stroke Life Support―背景となる神経蘇生の最新の動向．
第 29 回日本蘇生学会，2010，9，10-11，宇都宮． 
40)  奥寺 敬：ISLS（神経蘇生）コースと日本版心肺蘇生ガイドラインの動向について．第 20 回軽井沢カンファランス，
2010，9，11，軽井沢． 
41)  奥寺 敬：富山型 ER トリアージシステムの構築．富山県 CTAS/JTAS プロジェクト，富山県医師会館，2010，9，
13，富山． 
42)  奥寺 敬：緊急度判定支援システムと富山型 ER トリアージシステム．富山県議会自民党政策勉強会，富山県議会
議事堂，2010，9，15，富山． 
43)  松井恒太郎，濱田浄司，若杉雅浩，有嶋拓郎，奥寺 敬：顔面頭頸部の壊死性筋膜炎の 1 例．第 38 回日本救急医学
会総会・学術集会，2010，10，9，東京． 
44)  森村尚登，坂本哲也，櫻井 淳，三宅康史，鈴木 昌，本多英喜，太田祥一，木村昭夫，石原 哲，奥寺 敬，有
賀 徹：救急電話相談・救急現場・救急外来における緊急度評価指標の類型の関連性．第 38 回日本救急医学会総会・
学術集会，東京ビッグサイト，2010，10，9-11，東京都． 
45)  工廣紀斗司，若杉雅浩，濱田浄司，有嶋拓郎，奥寺 敬：JTAS 開発に向けた救急外来トリアージシステム導入のス
トラテジー．第 38 回日本救急医学会総会・学術集会，東京ビッグサイト，2010，10，9-11，東京都． 
46)  安心院康彦，奥寺 敬，中村丈洋，佐川俊世，新藤正輝，藤田 尚，池田弘人，森村尚登，竹内保男，西田昌道，
坂本哲也：各種初期診療コースのコンテンツと人的・時間的労力の比較―クリニカルマップによるコースコンテン
ツ抽出法を用いて．第 38 回日本救急医学会総会・学術集会，東京ビッグサイト，2010，10，9-11，東京都． 
47)  若杉雅浩，小倉憲一，濱田浄司，工廣紀斗司，有嶋拓郎，松井恒太郎，奥寺 敬：救急救命士の気管挿管技術は維
持されているか？ 第 38 回日本救急医学会総会・学術集会，東京ビッグサイト，2010，10，9-11，東京都． 
48)  有嶋拓郎，若杉雅浩，濱田浄司，工廣紀斗司，奥寺 敬，松井恒太郎，木田吉俊，木下公久，佐藤圭路，岸川和弘，
鈴木伸行：内因性救急疾患の病院前救護の標準化をめざした PCEC コースの工夫．第 38 回日本救急医学会総会・学
術集会，東京ビッグサイト，2010，10，9-11，東京都． 
49)  濱田浄司，有嶋拓郎，若杉雅浩，工廣紀斗司，松井恒太郎，奥寺 敬：プロカルシトニンの救急外来での汎用性の
検討．第 38 回日本救急医学会総会・学術集会，東京ビッグサイト，2010，10，9-11，東京都． 
50)  種市尋宙，若杉雅浩，工廣紀斗司，有嶋拓郎，奥寺 敬：小児海外搬送の実際と問題点の考察．第 38 回日本救急医
学会総会・学術集会，東京ビッグサイト，2010，10，9-11，東京都． 
51)  奥寺 敬：PNLS と神経蘇生ガイドライン．第 3 回脳神経外科救急基礎コース WS，サンポート高松，2010，10，16，
高松． 
52)  奥寺 敬：脳神経外科医の救急医療研修コースの開発．（ハンズオン・ワークショップ）第 69 回日本脳神経外科学
会総会，2010，10，27，福岡． 
53)  奥寺 敬：CTAS とトリアージガイドラインについて．第 12 回日本救急看護学会学術集会，京王プラザホテル，2010，
10，29-30，東京． 
 
◆ その他 
1)  奧寺 敬：シミュレーション研修の最新の動向．琉球大学 FD レクチャー，琉球大学医学部，2010，1，23，沖縄． 
2)  奥寺 敬：脳卒中初期観察の注意点．第 19 回剱 ISLS/PSLS コース，富山 HPTC，2010，1，30，富山． 
3)  奥寺 敬，山本由加里，橋本真由美：医療従事者が心肺蘇生を学ぶ意義．第 54 回剱 ICLS/第 9 回剱 DCLS コース，
富山 HPTC，2010，1，31，富山． 
4)  奧寺 敬，若杉雅弘，西塔依久美：外傷初期診療入門―総論とトリアージ．京都府看護協会 EBN セミナー，京都府
看護協会，2010，2，6，京都市． 
5)  奧寺 敬：脳卒中初期診療コースにおけるファシリテーターの役割．第 2 回信州 ISLS ファシリテーター養成 WS，
篠ノ井総合病院，2010，2，7，長野． 
6)  奧寺 敬：脳卒中初期診療（ISLS）コースと病院前救護（PNLS）コースが地域にもたらすもの．第三回湘南脳卒中
ネットワークセミナー，東海大学医学部講堂，2010，2，19，伊勢原市． 
7)  奧寺 敬，橋本真由美：シミュレーション研修と ISLS．第一回秋田 ISLS-WS，秋田脳血管研究センター会議室，2010，
2，21，秋田市． 
8)  奥寺 敬：救急医療と災害医療（卒業記念講演）．国立病院機構富山病院看護学校，2010，3，1，富山市． 
9)  奥寺 敬，江波美紀，橋本真由美：ICLS と DCLS の基礎．第 55 回剱 ICLS/第 10 回剱 DCLS コース，富山 HPTC，
2010，3，6，富山． 
10)  奥寺 敬，橋本真由美，山本由加里：心肺蘇生講習 ICLS/DCLS．第 56 回剱 ICLS/第 11 回剱 DCLS コース，富山 HPTC，
2010，3，7，富山． 
11)  奥寺 敬，中村丈洋，安心院康彦：シミュレーション研修としての ICLS と ISLS は何が違うのか？（Key Note Lecture） 
ISLS Workshop in 琴平，2010，3，13-14，香川． 
12)  奥寺 敬：脳神経のシミュレーション研修．平成 21 年度救急搬送連携強化推進事業・講演会，白山市市民交流セン
ター，2010，3，20，石川． 
13)  奥寺 敬，有嶋拓郎，若杉雅弘：初期臨床研修と心肺蘇生．平成 22 年度富山県初期臨床研修医 ICLS/DCLS コース，
富山 HPTC，2010，4，3，富山市． 
14)  奥寺 敬，有嶋拓郎，若杉雅弘：脳卒中初期診療．平成 22 年度富山県初期臨床研修医 ISLS コース，富山市市民プ
ラザ，2010，4，9，富山市． 
15)  奥寺 敬，有嶋拓郎，若杉雅弘：外傷初期診療について．平成 22 年度富山県初期臨床研修医 BTEC コース，富山市
民プラザ，2010，4，13，富山市． 
16)  奥寺 敬，中村丈洋，伊藤勝博，井水秀榮：脳卒中初期診療コース．第 1 回弘前大学高度救命救急センター研修会
ISLS，弘前大学医学部附属病院，2010，4，19，青森． 
17)  奥寺 敬，伊藤勝博，中村丈洋：脳卒中初期診療コース．第 2 回弘前大学高度救命救急センター研修会 ISLS，弘前
大学医学部附属病院，2010，4，20，青森． 
18)  奥寺 敬：Primary Neurosurgical Life Support の基本コンセプト．第 3 回 PNLS-WS，日本大学医学部，2010，4，24，
東京． 
19)  奥寺 敬，橋本真由美：脳卒中初期診療コース・ワークショップ．第 1 回八戸 ISLS，八戸赤十字病院，2010，4，
25，青森． 
20)  奥寺 敬：世界のシミュレーション研修．八戸赤十字病院講演会，八戸赤十字病院，2010，4，25，青森． 
21)  奥寺 敬，谷崎義生，中村丈洋：脳卒中初期診療コース・ワークショップ．第 1 回 BANDO-ISLS，境町シンパシー
ホール，2010，5，8，茨城． 
22)  奥寺 敬：救命救急医療の最新の動向―地域中核医療機関のあり方．脳卒中病診連携の会・BANDO メディカルコ
ントロール協議会，境町勤労青少年ホール，2010，5，8，茨城． 
23)  奥寺 敬：脳卒中を早く見つけて早くなおそう！ 高松市民公開講座，サンポート高松，2010，5，15，香川． 
24)  奥寺 敬，中村丈洋：脳卒中初期診療コースの概要と指導者養成．広島大学医学部 Faculty Development，広島大学
医学部，2010，5，16，広島． 
25)  奥寺 敬，江波美紀：ICLS の指導者のあり方．第 6 回剱 ICLS 指導者養成 WS，富山 HPTC，富山市，2010，5，22，
富山． 
26)  奥寺 敬，橋本真由美，山本由加里，松下美雪：脳卒中の初期診療の考え方．第 20 回剱 ISLS/PSLS コース，富山市，
2010，5，22，富山． 
27)  奥寺 敬，橋本真由美，松下美雪：ICLS コースの基本コンセプト．第 57 回剱 ICLS/第 12 回剱 DCLS コース，富山
市，2010，5，23，富山． 
28)  奥寺 敬，安心院康彦，中村丈洋，井水秀榮：ISLS のファシリテーターの基本．第 2 回 FUJITA-ISLS/WS．藤田保
健衛生大学研修センター，2010，6，19，愛知． 
29)  奥寺 敬，中村丈洋，牧原真治：地域医療と ISLS．第 1 回宮崎 ISLS，平田東日本病院，2010，6，20，宮崎． 
30)  奥寺 敬：救急外来トリアージ CTAS 2008 について．救急トリアージ研修会，善仁会宮崎病院，2010，6，20，宮
崎． 
31)  奥寺 敬，若杉雅浩，山本由加里，牧原真治，内藤貴臣，坂元美重：糸魚川地域をモデルとしたエマルゴ．糸魚川
災害医療研修会，フォッサマグナミュージアム，2010，7，3，糸魚川． 
32)  奥寺 敬，若杉雅浩，牧原真治，坂元美恵：糸魚川地域における脳卒中搬送．糸魚川災害医療研修会，糸魚川市役
所，2010，7，4，糸魚川． 
33)  奥寺 敬：脳卒中急性期の初期診療―地域における連携．第 10 回群馬脳血管障害フォーラム，群馬ロイヤルホテル，
2010，7，16，前橋． 
34)  奥寺 敬，鈴木明文，谷崎義生，中村丈洋，加登 譲：BLS と ISLS の連携からみる脳卒中初期診療．釧路 ISLS&WS，
孝仁会記念病院，2010，7，8-19，釧路． 
35)  奥寺 敬，中村丈洋，橋本真由美，杉本和彦：ISLS-WS の基本．高知 ISLS&WS，高知医療センター，2010，8，7，
高知． 
36)  奥寺 敬，中村丈洋，橋本真由美，杉本和彦：神経蘇生としての ISLS．高知 ISLS&WS，高知医療センター，2010，
8，7，高知． 
37)  奥寺 敬，山本由加里，橋本真由美：ISLS（Immediate Stroke Life Support）．富山市，2010，8，28，富山． 
38)  奥寺 敬，若杉雅浩，新井 昇，橋本真由美：心肺蘇生研修コース ICLS．第 59 回剱 ICLS コース，富山市，2010，
8，29，富山． 
39)  奥寺 敬，山本由加里：ICLS 指導の方略．第 8 回剱 ICLS-WS，富山市，2010，8，29，富山． 
40)  奥寺 敬：富山型 ER トリアージシステムの構築．富山県 CTAS/JTAS プロジェクト，富山県医師会館，2010，9，
13，富山． 
41)  奥寺 敬：緊急度判定支援システムと富山型 ER トリアージシステム．富山県議会自民党政策勉強会，9/15，富山県
議会議事堂，2010，9，15，富山． 
42)  奥寺 敬，橋本真由美，松下美雪：心肺蘇生研修 ICLS の意義．第 60 回剱 ICLS コース，富山市，2010，10，2，富
山． 
43)  奥寺 敬，江並美紀：ICLS 指導の方略．第 9 回剱 ICLS-WS，富山市，2010，10，2，富山． 
44)  奥寺 敬，若杉雅浩，山本由加里，松下美雪：歯科診療と心肺蘇生の基本．富山県歯科医師会 ICLS/DCLS コース，
富山市，2010，10，3，富山． 
45)  奥寺 敬，木澤晃代，工廣紀斗司，若杉雅浩，太田晴美：CTAS（日本語版）モジュールについて．富山県 CTAS/JTAS
プロジェクト，富山県医師会，2010，10，3，富山． 
46)  奥寺 敬，中村丈洋，橋本真由美：ISLS コースと ISLS ワークショップの要点．第二回高知 ISLS，高知県立播多け
んみん病院（宿毛市），2010，10，19，高知． 
47)  奥寺 敬，木澤晃代，工廣紀斗司，若杉雅浩，背戸陽子，山崎早苗：CTAS（日本語版）モジュールについて．富山
県 CTAS/JTAS プロジェクト，富山県医師会，2010，10，24，富山． 
48)  奥寺 敬，中村丈洋：国際心肺蘇生ガイドラインと神経蘇生（ISLS）コースについて．第 2 回南大阪 ISLS セミナー，
近畿大学，2010，10，31，大阪． 
49)  奥寺 敬：神経蘇生としての ISLS．第 5 回・第 6 回新潟 ISLS/PSLS，新潟大学医歯学総合病院，2010，11，28，新
潟． 
50)  奥寺 敬：富山型 ER トリアージシステムについて．平成 22 年度砺波救急医療・消防連携協議会，砺波総合病院，
2010，1，2，砺波市． 
51)  奥寺 敬：脳神経外科領域の救急医療について―神経蘇生ガイドラインの最新の動向―．第 42 回多摩脳神経外科今
境，吉祥寺第一ホテル，2010，11，4，東京． 
52)  奥寺 敬：新しい神経蘇生ガイドラインと神経救急．第 8 回茨城県北救急医療フォーラム，日立市消防本部講堂，
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